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第１章 基本的方針・管理の水準等 

 

１．基本的方針 

阪神圏の大動脈である阪神高速道路は、昭和３９年６月の営業開始以来、現在

までに営業延長は２３３．８ｋｍに達しています。平成１７年１０月に阪神高速

道路株式会社へと民営化し、前身の公団が行っていた高速道路の維持、修繕、そ

の他の管理に関する業務を当社が引き継いで行っています。 

阪神高速道路株式会社では高速道路をいつも良好な状態で維持し、安心・安

全・快適な道路をご利用のお客さま及び沿道の皆様に提供するため、日々の維持

管理業務を行っています。また、ドライバーの皆様に負担をかけることなく、安

全に移動できるドライビング環境を提供するために、交通管理を２４時間・３６

５日体制で行っています。 
 
２．管理の水準 
会社は、協定書第１３条に基づき、協定の対象となる道路を常時良好な状態に

保つように適正かつ効率的に高速道路の維持、修繕その他の管理を行い、もって

一般交通に支障を及ぼさないよう努めるべく別添参考資料「維持、修繕その他の

管理の仕様書」により高速道路の管理を実施しています。 
 

３．対象路線 

会社が維持、管理を行う対象は下表のとおりです。 

対象期間 
管理延長 

(km) 

路線名等 

路線名 供用開始時期 延長(km) 

平成 18 年 4 月 1日 

～ 

平成 19年 3月 31日 

233.8 

大阪府道高速大阪池田線 昭和 39 年～平成 10 年 30.2 

大阪府道高速大阪守口線 昭和 43 年～昭和 46 年 10.8 

大阪府道高速大阪東大阪線 昭和 44 年～平成 9 年 19.7 

大阪府道高速大阪松原線 昭和 52 年 11.2 

大阪府道高速大阪堺線 昭和 44 年～昭和 50 年 13.4 

大阪府道高速大阪西宮線 昭和 56 年 7.0 

大阪府道高速湾岸線 昭和 49 年～平成 6 年 41.5 

大阪市道高速道路森小路線 昭和 43 年 1.3 

大阪市道高速道路西大阪線 昭和 44.年 3.8 

大阪市道高速道路淀川左岸線 平成 6 年 1.3 

兵庫県道高速大阪池田線 平成 10 年 2.6 

兵庫県道高速神戸西宮線 昭和 41 年～昭和 44 年 25.3 

兵庫県道高速大阪西宮線 昭和 56 年 7.3 

兵庫県道高速湾岸線 平成 6 年 14.3 

兵庫県道高速北神戸線 昭和 60 年～平成 15 年 32.3 

神戸市道高速道路２号線 平成 15 年 7.3 

神戸市道高速道路北神戸線 平成 10 年 3.3 

神戸市道高速道路湾岸線 平成 10 年 1.2 
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４．管理状況 

○ 道路を常時良好な状態に保ち、お客さまに安全・安心・快適な高速道路サービ

スを提供するために、路面や排水設備の清掃及び緑地管理作業等の維持管理業

務、パトロールによる路面や道路付属設備（照明や標識）の日常点検及び定期

的に構造物に接近した詳細な点検（定期点検）を実施しています。 

   
清掃作業（路面清掃）        清掃作業（排水桝清掃）      照明設備清掃 

   
            緑地帯管理作業              構造物点検作業 

 

○ 舗装、伸縮継手、塗装等の経年劣化に伴う損傷を補修しています。 
 

  
 

伸縮継手補修状況               舗装補修状況 
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○ 定期的または臨時に道路を巡回し、常に交通管制室と無線で連絡をとりながら

交通量等の道路状況の把握・交通事故・車両火災・通行車両等による道路損壊・

汚損・落下物・異常気象・故障車両といった異常事態発生の早期発見に努め、

２４時間体制で業務を実施しています。また、法令に違反して通行することに

よる安全阻害や道路構造物の損傷の要因となっている車両の指導・取締を実施

しています。 

  

落下物処理               取締業務 

 

○ 料金収受業務ではお客さまから正確かつ円滑に通行料金を収受するとともに、

常に「お客さまの視点」に立ちサービスレベルを向上することによりお客さま

満足度の向上に努めています。平成１８年度の「阪神高速道路お客さま満足度

調査」において「料金所スタッフの応対」に関する満足度は５ポイント中３.

６ポイント（総合満足度３.４）とお客さまから高い評価をいただいておりま

す。 

  
料金収受状況 
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第２章 平成１８事業年度 高速道路管理業務の実施概要 

 

１２号守口線のフレッシュアップ工事を実施 

 １２号守口線（延長１２.１Ｋｍ）において８日間昼夜全線通行止めによる大規

模補修工事を実施しました。短期間に集中的に工事を行うことでお客さま及び沿

道の皆様への影響を最小限とし、安全で効率的な補修を行うことができました。

通常の車線規制工事と比較して工事日数を約１６０日短縮でき、約２０億円の工

事渋滞による時間損失の縮減効果がありました。 

また、工事後の守口線をご利用になったお客さまのうち、約８５％の方より走

行が快適になったとの評価を頂いています。 
 

    
12号守口線フレッシュアップ工事広報ポスター        工事の実施状況 

 

あまり変わ
らない
14.0%

無回答
0.4%

85.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

カーブ区間が
運転しやすくなった

１号環状線への合流が
スムーズになった

照明が明るくなり
運転が楽になった

舗装がキレイになり
快適になった

ジョイントを通過したときの
振動が減って快適になった

あまり変わ
らない
14.0%

無回答
0.4%

85.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

カーブ区間が
運転しやすくなった

１号環状線への合流が
スムーズになった

照明が明るくなり
運転が楽になった

舗装がキレイになり
快適になった

ジョイントを通過したときの
振動が減って快適になった

 

フレッシュアップ工事後のアンケート結果 
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ＥＴＣ普及施策の拡大 

 お客さまの利便性向上を目的としたＥＴＣの普及促進のために、従来からの料

金割引や車載器購入支援施策に加えて、二輪車ＥＴＣの導入や距離別割引社会実

験を開始し、ＰＡ等においてＥＴＣのことを気軽に相談して頂ける「ＥＴＣ相談

コーナー」を設置しました。 

また、ＥＴＣカードに記録されている利用履歴を無料で印刷することができるＥ

ＴＣ利用履歴発行プリンターの設置箇所を主要なＰＡに加えて営業所等の高速道

路外へ拡大しています。 
これらの取り組みの結果、平成１８年度末でＥＴＣ利用率は６８％（平成１７

年度比１１％増）となりました。 

 

     

ＥＴＣ相談コーナー      ＥＴＣ履歴発行プリンター 

 

新渋滞アクションプログラムの着実な展開 

 お客さまサービスの重要な課題の一つである「渋滞対策」を実施していく指針

として、「新渋滞対策アクションプログラム」を策定し、これに基づく取り組みを

行いました。 
（詳細は「第５章 高速道路管理業務の成果（アウトカム指標）を参照」） 
 

交通安全対策アクションプログラムの策定 

近年、ＥＴＣ車に関する事故など、従来までにな

かった原因による事故が発生しています。交通事故

を未然に防止し、安全性を向上させるためには、ハ

ード中心の交通安全対策だけでなく、道路情報技術

の活用など、より幅広い総合的な交通安全対策を行

う必要があり、これを実現するために、学識経験者

や警察、道路管理者の参加のもと「阪神高速道路の

交通安全対策アクションプログラム」を策定しまし

た。 
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コスト削減 

全ての見積もり単価が設計単価以下になる様に、落札予定者と合理的な範囲

で単価の見直し協議を行いました。協議の結果、維持管理に係る工事において

約２５百万円を削減しました。 
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第３章  平成１９年度以降の管理について 

 

１．維持修繕業務 

平成１９年度も平成１８年度と同様、管理費の削減を意識しつつ、より効率的

な維持管理に努めます。 

このため、構造物のライフサイクルコスト（LCC：供用中における長期間の維

持管理費用）を最小にするような補修計画立案の支援ツールとして、ブリッジ・

マネージメント・システム（H-BMS）の開発を進めており、維持管理の効率化を図

っています。 

また、安全・安心・快適な走行が可能な管理水準を確保しつつ、コスト最小で

道路の維持を行うためにロジックモデルの構築を進めています。これは、管理行

為（インプット：例えば清掃）による成果又は影響（アウトカム：例えばお客さ

ま満足度）の因果関係を評価し最適な管理水準を定める方法です。 

この他、補修工事の集約、耐久性の高い新材料の積極的な採用、新たな契約手

法の採用などによりコスト削減に取り組みつつ、現行の管理水準を維持していく

必要があると認識しています。 
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２．高速道路の交通安全対策 

これまでさまざまな交通安全対策を行い相応の効果をあげてきましたが、急激

に利用が増加しているＥＴＣ車に関する事故など、従来にはなかった原因による

事故が発生し、事故件数が横這いで推移しています。 

 このような現状から事故件数を減らすために、平成１８年度において策定した

「阪神高速道路の交通安全対策アクションプログラム」に基づく取り組みを行い、

平成２２年度には平成１７年度の事故件数約７，５００件からマイナス１，００

０件を削減目標としています。 

 交通事故防止対策として、カーブ区間や分合流区間、および近年事故が多発し

ている本線料金所での事故のほか、路上の落下物による事故を加えた４つの柱を

取り上げ、阪神高速での事故多発地点ワースト３０を詳細に分析した上で最も効

果的な手法を選んでいきます。 

対策の柱 主な対策 対策内容 

カーブ区間 

施設接触対策 
すべり止め舗装 

速度抑制 

追突対策 
注意喚起看板の設置 

渋滞情報の提供 

分合流区間 車両接触対策 

ポストコーンとゼブラによる整流化 

注意喚起看板の増設 

合流情報の提供 

本線料金所 

追突対策 
混在レーンの廃止 

ＥＴＣ予告アンテナの増設 

車両接触対策 

レーン運用の変更 

料金所レーン運用表示板の新設 

ＥＴＣレーンの路面カラー表示 

速度抑制対策 
段差舗装 

ポスト形ＥＴＣ看板 

落下物 
落下物抑制対策 是正指導の強化 

落下物回収対策 落下物の迅速な回収 
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３．料金所の事故防止対策 

 料金所スタッフの事故の再発を防止するため、これまで以上に料金所スタッフ

に対して、「従前からの安全対策」の徹底、ＥＴＣレーン横断方法のマニュアル化

及び横断防止鎖の設置、進入灯脇に黄色フラッシュライトの設置など、料金所ス

タッフにとって必要と考えられる安全対策を講じてきました。 

 さらに、平成１９年度には、全３３８レーンに対し、開閉を示す案内表示板を

設置し誤進入を防止します。 

 今後もお客さまにご迷惑やご心配をおかけしないために、料金所における安全

対策を徹底し、より一層、適切な安全対策に万全を尽くしていきたいと考えてい

ます。 
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４．不正通行等車両の対策 

 阪神高速をご利用されるすべてのお客さまから公平に通行料金をご負担いただ

だいています。お客さまからの信頼を得るために不正通行等車両の対策を強化し

ていきます。 

平成１８年度の対策としては、 

(1) 社員による料金所での不正通行車両の監視（計１００回実施） 

(2) ホームページや横断幕等による不正通行対策強化の広報の実施 

(3) カード未挿入対策として「お知らせアンテナ」を設置（全３８件） 

平成１９年度からは、上記対策に加え、「不正通行監視システム」を導入し、

不正通行車両等の把握と当該車両等をデータベース化することで、特に悪質と思

われる常習者を中心に警告文書の送付や警察への通報等を実施していきます。 

不正通行は有料道路制度の根幹を揺るがす犯罪行為であり、当社は今後ともあ

らゆる手段で厳正に対処する方針です。 

不 正 通 行 の
発 生

検 索 ・確 認
機 能

 ■ 不 正通行車両の特 定
 ■ 累 積違反回数・違反 内容の確認
 ■ 悪 質な不正通行車 両の選定
 　　（組織的に不正通行 している など）

通行料金・割増金 の
請求

（支 払い を免れ た通 行
料 金の ３倍 相当 額 ）

不 正 通 行 車 両 の
撮 影

不 正 通行 車 両
データ ベース

画 像

フ ァ イ ル

属 性 情 報

（車 両 番

号 な ど）

不 正 通 行
車 両 情 報

警察等関係 機関
への連絡 等

料 金 を
お支 払 い

くださ い

不 正 通 行 車 両 撮 影 中

＜刑 事 罰・行 政 処分 等＞ ＜民 事手 続 ＞

枠 内 が
不 正通 行 監視

システム

【不正 通行監視 システ ム の活用イメー ジ 】
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第４章 計画管理費の計画と実績の対比 

 

１．維持修繕業務 

① 当該年度の執行状況 

【維持修繕費】                   （消費税抜・百万円） 

業務名 
Ｈ１８年度 決算額 

実績額 計画額 増減額 備考 

清掃 道路 800 

12,052 432(4%)  

清掃 設備関係 264 

緑地管理 138 

光熱費 807 

雪氷対策作業 214 

保全点検 道路構 2,193 

保全点検 電気設 1,403 

保全点検 機械設 846 

保全点検 建築設 68 

橋梁塗装塗替 361 

舗装補修 907 

伸縮継手補修 693 

道路構造物補修 2,582 

設備関係補修 787 

その他 421 

計 12,484 

損傷箇所の補修計画の前倒しに伴い微増となりました。 

 

② 当該年度の管理状況 

平成１７年度と同様、平成１４年度に比べて３割の削減を達成し、かつ適切な

管理水準を維持しました。 
 

③ 当該年度の点検結果及び補修状況 

日常点検及び定期点検を実施した結果、約４，５００の損傷箇所（Ａﾗﾝｸ以上）
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を確認し、そのうち、Ｓランク（機能低下が著しく、道路構造物の安全性から緊

急に対策の必要がある損傷。または、第三者被害への影響があると考えられ、緊

急に対策の必要がある損傷。）については全て補修を行い、その他の箇所について

は計画的に補修を進めています。 
損傷程度 平成１８年度発見箇所数 補修状況 

Ｓﾗﾝｸ 約 500箇所 全箇所補修済み 

Ａﾗﾝｸ 約 4,000箇所 補修計画を策定し、随時補修を実施。 
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２．料金収受業務 

① 当該年度の執行状況 

（消費税抜・百万円） 

業 務 名 
Ｈ１８年度 決算額 

実績額 計画額 増減額 備考 

料金収受業務 6,968 7,115 
▲147 

（▲2%） 
 

料金収受業務についてはほぼ予定どおり実施しました。 

 

② 当該年度の管理状況 
平成１９年３月末のＥＴＣ利用率が６８％となり、全体の２／３以上のお客様

がＥＴＣを利用する状況となったため、有人レーンを減らしＥＴＣ専用レーンの

設置を進めるとともに、お客さまから正確かつ迅速に通行料金を収受し、また、

カード未挿入などのＥＴＣトラブルにも適切に対応しました。 

 
 
３．交通管理業務 

① 当該年度の執行状況 

                            （消費税抜・百万円） 

業 務 名 
Ｈ１８年度 決算額 

実績額 計画額 増減額 備考 

交通管理業務 1,665 1,687 
▲22 

（▲1%） 
 

交通管理業務についてはほぼ予定どおり実施しました。 

 

② 当該年度の管理状況 

高速道路上の事故等をより迅速に処理しお客様に安全・安心・快適を提供する

ため、府県界を越える広域巡回を本格的に実施しました。 

また、路上の落下物による事故を未然に防止するために、落下物防止の啓蒙活

動・是正指導を行い、併せて落下物の迅速な回収に努めています。 
 
③ 交通管理業務における事案処理件数の実績 

項  目 事 故 故 障 落下物 合 計 

事案処理件数 7,307件 8,296件 26,197件 41,800件 
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④ 法令違反車両取締業務の実績 
車両制限令に規定する軸重等を超える車両の取り締まりを実施した結果、平成

１８年度における軸重違反車両は下記の結果となりました。 

項  目 指導警告 ※1

１ 
措置命令 ※2

２ 
取締業務 586台 256台 

※１ 指導警告・・・違反の程度が軽微（軸重であれば１５ｔ以下）であり、措置命令する必要がない場合等に指導警告書を交付。 

※２ 措置命令・・・軸重１５ｔ超等に対し口頭で指導し、機構が押印した措置命令書を交付。 

【取締頻度】 

大阪及び兵庫各地区において、取締実施計画に基づき、午前・午後・夜間及び

早朝に分けて、各地区合計約１３（回/週）の取締を実施しています。 
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第５章 高速道路管理業務の成果（アウトカム指標） 

 

１． アウトカム指標一覧 

お客様に安全・安心・快適な高速道路サービスを提供するために、渋滞の緩和

等、事業による効果や成果のうち、数値化に馴染むものを対象に、次のとおりア

ウトカム指標を設定しました。 (注 1) 
 

アウトカム指標 指標の説明 
平成 17年度 

実績値 

平成 18年度 

目標値 

平成 18年度 

実績値 

道路構造物保全

率（橋脚補強完了

率） (注２) 

耐震補強が完了してい

る橋脚基数の割合 
97.7 ％ 98.6 ％ 97.9 ％ 

道路構造物保全

率（舗装） 

路面のわだちやひび割

れによる不快感が少な

く、お客様が快適に感

じる舗装の状態の割合  

(注３) 

99.1 ％ 99.2 ％ 99.2 ％ 

年間死傷事故率 

(注４) 

走行車両１億台キロあ

たりの死傷事故率 
29.1 

件/       

億台ｷﾛ 
27.2 

件/       

億台ｷﾛ 
29.7 

件/       

億台ｷﾛ 

工事渋滞損失時

間 (注５) 

工事に起因する渋滞が

発生することによるお

客様の損失時間 

15.2 
万台・時

/年 
16.1 

万台・時

/年 
17.6 

万台・時

/年 

路上工事による

車線規制時間 

路上作業を伴う工事の

年間の交通規制時間 
135 時/km 138 時/km 103 

 

時/km                                                                                        

（注６） 

本線渋滞損失時

間(注５) 

渋滞が発生することに

よるお客様の損失時間 
553 

万台・時

/年 
520 

万台・時

/年 
547 

万台・時

/年 

ETC利用率  

ETC利用可能料金所通

行台数に対する ETC利

用台数 

57 ％ 90 ％ 68 ％ 
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アウトカム指標 指標の説明 
平成 17年度 

実績値 

平成 18年度 

目標値 

平成 18年度 

実績値 

お客さま満足度 

走行性の確保、美観・

景観の確保、情報提

供・案内確保など、お

客様の立場から見た道

路の快適性に関して望

む度合い 

3.0 P 3.2 P 3.4 P 

 

注 １）これらの指標については、お客様の声や現在実施している管理コスト削減の状況等を踏まえて、適切に見直す。 

２）耐震補強の対象は、昭和５５年より前の基準（道路橋示方書）により建設された橋脚である。 

３）路面特性を表すひび割れ率、わだち掘れ深さ、縦断凹凸(平坦性)の３つの要因を組み合せた指標ＭＣＩ（維持

管理指数）が４．０以上の延長の割合で表している。 

４）事故率の算出の元となる事故件数は、警察統計を使用している。 

５）工事及び本線の渋滞損失時間は、走行速度が渋滞基準速度（３０km/時)を下回った時間を累計している。 

６）路上工事による車線規制時間の平成１８年度実績値は、通常年度より高速道路規制を必要とする工事が少なか

ったため、規制時間が小さくなっている。 
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１．取り組みの背景と必要性 

近い将来に発生が予想されている東南海・南海地震のようなプレート境界型の大規模地震、

兵庫県南部地震のような内陸直下型地震の２種類の地震動を想定し、落橋に対する安全性を確

保するほか、地震後も応急復旧を行うことで橋としての機能を速やかに回復できるよう努めて

います。 

 

２．昨年度の取り組みと成果 

地震防災対策として、橋脚の補強、桁かかり長の確保、落橋防止装置の改良、橋桁の連結、

免震支承への取替を実施しています。 

 

 

指標名：道路構造物保全率（橋脚補強完了率） 
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これらの施策のうち、橋脚補強について、昭和５５年の道路橋示方書より古い基準により建

設された橋脚５，１５５基のうち、平成１７年度までに完了している５，０３８基に平成１８

年度に完了した１０基を加え、５，０４８基が完了しました。しかし、管理者協議等の調整が

難航し完工が遅延したため、目標を下回りました。 

 

３．今後の取り組みと期待される成果 

今後も、同様の施策を実施し、地震に対する安全性の向上を図ります。 

平成１９年度は、管理者協議等の促進を図りつつ、平成１８年度の未完分を含めて４５基の

完成を目指し、計５，０９３基を完成させる予定です。 

 

４．数値による評価 

橋脚補強の達成度（橋脚補強完了率）を示します。 

 

■算出方法 

 

耐震補強完了基数

耐震補強対象基数（５，１５５）
完了率 ＝ × １００ （％）

 
 

橋脚補強完了率（％） 

Ｈ１７実績値 Ｈ１８目標値 Ｈ１８実績値 

９７．７ ９８．６ ９７．９ 
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１．取り組みの背景と必要性 

お客さまに高速道路を安全・安心・快適に利用していただくため、道路を常に良好な状態に

保つよう日々維持管理業務を行っております。特に、日常的に路面のパトロール（日常点検）

を行い危険が発見された場合には、速やかに補修工事を行っています。 

 
２．昨年度の取り組みと成果 

舗装の状態を日常点検や定期点検により把握し、損傷の状態等により舗装打替補修を行って

います。このとき不快を感じない管理水準をＭＣＩ＝４（※）程度以上と設定し、それを下回

らないように舗装打替補修を実施しています。平成１８年度は、１２号守口線・森小路線の大

規模補修工事での約９万６千㎡をはじめ全線で約１８万６千㎡の舗装打替を実施しました。 

※ＭＣＩ：路面の状態を表す管理指標。ＭＣＩ＝４は路面のわだちやひび割れによる振動や騒音が少なく、

道路利用者が不快に感じない舗装の状態で、それ以下の場合に直ちに安全性に関わるものではあ

りません。わだちぼれ量、ひび割れ率により算出。 

    
ＭＣＩ＝４～５程度の状態 

３．今後の取り組みと期待される成果 

今後も引き続き、舗装の状態を良好に保つべく、点検結果に基づく効率的かつ計画的な補修

を実施し、保全率の向上を目指します。 

具体的には、管理水準を下回ると推計される場所において舗装打替を実施するほか、舗装の

古くなっている路線を大規模補修工事により舗装補修工事を実施する予定です。 

 
４．数値による評価 

１．舗装の管理状況として、構造物保全率（舗装）を示します。 

■算出方法 

ＭＣＩ＝４以上の舗装延長

管理舗装延長（１，０３２ｋｍ）
構造物保全率 ＝ × １００ （％）

  
 

構造物保全率（舗装） 

（％） 

Ｈ１７実績値 Ｈ１８目標値 Ｈ１８実績値 

９９．１ ９９．２ ９９．２ 

指標名：道路構造物保全率（舗装） 
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１．取り組みの背景と必要性 

お客さまに高速道路を安全・安心・快適に利用していただくため、道路を常に良好な状態に

保つよう日々維持管理業務を行うだけでなく、より高いレベルの安全・安心を目指して、交通

事故を減少させるための対策を行っています。 

 

２．昨年度の取り組みと成果 

アウトカム指標に用いた警察統計の値では、死傷事故件数は上昇しています。（警察統計Ｈ１

７：１，４５４件→Ｈ１８：１，５０４件） 

当社では、道路線形別に事故発生件数を分析し、ワースト地点（カーブ、合流地点等）から

以下の対策を実施してきました。 

◆ カーブ区間におけるＰＲＭＳ舗装（すべり止め薄層舗装）の実施 

   

◆ 高視認性区画線の施工 

      

◆ 高機能舗装の実施 

 

◆ その他の安全対策 

・カーブ区間手前の渋滞検知表示装置の設置 

・カーブ区間の高欄（側壁）に再帰反射視線誘導表示 

施工前 施工中 施工後 

指標名：死傷事故率 

施工後 施工前 
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・ＬＥＤ回転灯の設置 

その結果、当社統計による総事故件数は平成１７年の７，４８２件から平成１８年の７，３０

７件に、２．３％減少しました。グラフの通り、平成１８年度に対策を行った環状線堂島カーブ

等４箇所の前後比較では事故件数が９５％減少しています。さらに、雨天時は通常に比べて事故

件数が、約６％増加する傾向で

すが、雨天日数が例年に比べて

２０日程度多かったことを考

慮すると、対策効果が出ている

といえます。 

警察統計の事故件数が増え

た要因としては、雨天日数が多

かったことによるほか、ＥＴＣ

の普及率増加に伴い本線料金

所付近での車両接触事故等が

増加していることが考えられ

ます。 

 

３．今後の取り組みと期待される成果 

 

交通安全対策アクションプログラム 

21

73

91

37

0 0

9

2

池田線：堂島カーブ

（前後各４ヶ月間）

池田線：梅田カーブ

（前後各６ヶ月間）

池田線：中之島入路カーブ

（前後各６ヶ月間）

大阪港線：朝潮カーブ

（前後各５ヶ月間）

安全対策の効果

施工前 施工後
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平成１８年度に策定した、交通安全対策アクションプログラムに基づき、平成２２年度に１

７年度比１３％の事故削減を目指します。 

最新の事故分析により、平成１８年度の対策に加えて新たに下記の対策を実施します。 

・増加傾向の料金所付近の事故対策として、ＥＴＣ車に対する安全対策 

・落下物に起因する事故の対策 

 

 

４．数値による評価 

１年間で、１万台の車両が、１万km走行した場合に起こる事故の件数による指標で示します。 

■算出方法 

 

年間死傷事故件数（※）

平均トリップ長　×　年間交通量

年間死傷事故率
（件/億台キロ）

＝

 
 

※年間死傷事故件数は暦年（１月～１２月）の警察統計データによる 

 

年間死傷事故率 

（件／億台キロ） 

Ｈ１７実績値 Ｈ１８目標値 Ｈ１８実績値 

２９．１ ２７．２ ２９．７ 
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１．取り組みの背景と必要性 

高速道路を常に良好な状態に保つよう日々維持管理業務を行っております。そのためには、

道路補修工事が不可欠ですが、一方、工事による渋滞により、お客さまの利便性を損なわない

ようにも努めています。 

 
２．昨年度の取り組みと成果 

一般的には交通量の少ない夜間に道路工事を行いますが、舗装工事や伸縮継手工事などの大

きな音が発生する工種は、沿道にお住まいの方への負荷軽減への配慮から、休日昼間に工事を

行なうため、渋滞が発生する場合があります。 

渋滞を軽減させる取り組みとして、以下を実施しています。 

◆ ホームページに週末工事予定の情報提供 
お客さまの旅行ルート立案に役立てるため、週末の工事予定箇所をホームページでお知らせ

しています。 

 
◆ 大規模補修工事による工事の集約化を実施 
平成１８年１０月２４日から１１月１日に守口線・森小路線において、通行止めによる大規

模補修工事を実施しました。 

この結果、通常の車線規制では１，３９２時間（１７４日×８時間/日）かかる工事を３８４

時間（８日×２４時間/日×上下２方向）で実施でき、これにより約２０億円相当の工事渋滞に

よる時間損失を縮減した計算となります。 

 
 

指標名：工事渋滞損失時間 



26 
 

 
 
 
 

 
全面通行止め工事による工事集約 

 
全体では、以上の施策にかかわらず、平成１７年度に比べて渋滞時間が増加しました。 

これは、舗装路面の部分的なはがれ（ポットホール）が頻発したことにより、安全性確保の

ため交通量の多い時間帯に、緊急工事を多く実施したためです。ポットホールは雨天日に発生

しやすく、雨天日数が平成１７年度に比べて約２０日増えたことが影響していると考えられま

すが、舗装打替補修を早めに行うなど、舗装の管理を充実させる必要性も認識しています。

  
 

３．今後の取り組みと期待される成果 

今後も昨年度と同様の施策に加え、工事の集約化、有効な情報提供および効率的な広報活動

により、渋滞時間の減少を目指します。 

■大規模補修工事による工事の集約化により、渋滞時間の減少を図る 

■通行止め工事等における効率的な広報活動の展開 

 
４．数値による評価 

１年間の、工事渋滞による損失時間を数値による指標で示します。 

■算出方法 

 

年間平均渋滞長 年間平均渋滞長

規制速度 渋滞速度

年間工事
渋滞時間

工事渋滞による
時間損失（時間）

＝ － ×
ピーク時間
交通量

×

 

 

工事渋滞損失時間 
（万台・時／年） 

Ｈ１７実績値 Ｈ１８目標値 Ｈ１８実績値 

１５．２ １６．１ １７．６ 
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１．取り組みの背景と必要性 

高速道路を常に良好な状態に保つよう日々維持管理業務を行っております。そのためには、

道路補修工事が不可欠ですが、一方、工事の実施は車線規制を伴うため、お客様の利便性を損

なわないようにも努めています。 

 
２．昨年度の取り組みと成果 

交通規制工事の調整（合同規制による工事の集約化）を実施したこと等により前年度比で規

制時間を削減しました。 

◆ 大規模補修工事により、規制を伴う工事の集約化を実施することで、車線規制時間の減少 

平成１８年１０月２４日から１１月１日に守口線・森小路線において、通行止めによる大規

模補修工事を実施しました。 

この効果は、通常の車線規制工事では１，３９２時間（１７４日×８時間/日）かかるものを

３８４時間（８日×２４時間/日×上下２方向）で実施したことになり、実施効率を大幅に高め

ています。 

◆ 保全管理工事による工事の集約 

道路の日常的な維持工事（保全管理工事）において、異工種工事の同一交通規制内工事を実

施し、約８％交通規制件数を削減しました。 

この他、港大橋耐震補強工事、のり面補修工事など比較的規模の大きい工事が収束したこと

により、車線規制時間が大幅に減少しました。 

 
３．今後の取り組みと期待される成果 

昨年度と同様、以下の通り、工事の集約化により路上工事車線規制時間の減少に努めます。

なお、車線規制を伴う工事の件数・内容には年度により変動するため、車線規制時間も年度に

より差が生じます。 

■大規模補修工事により、規制を伴う工事の集約化を実施することで、車線規制時間の減少 

■毎週金曜日のノー工事デーの実施 

 
４．数値による評価 

１年間の路上工事による交通規制時間を数値による指標で示します。 

■算出方法 

 

年間の交通規制を伴う１作業当たりの規制時間の総和

阪神高速道路の管理延長（２３３．８ｋｍ）

車線規制時間
（時間/ｋｍ・年）

＝

 
 

車線規制時間 
 （時間／ｋｍ・年） 

Ｈ１７実績値 Ｈ１８目標値 Ｈ１８実績値 

１３５ １３８ １０３ 

指標名：路上工事による車線規制時間 
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１．取り組みの背景と必要性 

   

民営化を機に、渋滞対策をお客さ

まサービスの最優先課題と位置づけ、

対策実施の指針として平成１８年４

月に「新渋滞対策アクションプログ

ラム」を策定・公表しました。現在、

着手可能なものから順次、実施に向

けた取り組みを行っています。 

 

 

 

２．昨年度の取り組みと成果 

阪神高速道路全体でみた場合、近年、交通量が微増していることや大型車混入率が増加するな

ど、渋滞の増加につながる要因があるなかで、「新渋滞対策アクションプログラム」に基づく取

り組みを行い、平成１８年度においては次のような成果を得ました。 

平成１７年度に比べて本線渋滞損失時間は減少したものの、大型車混入率の増加等の要因によ

り目標を下回りました。 

 

２－１ 出口交差点の信号調整 

３号神戸線摩耶東出口渋滞の緩和を目的に、平成１７年度に実施した交差点改良と信号調整

に引き続き、再度、信号調整を交通管理者にお願いし実施していただきました。これにより、

出口からの交通が約４割増加し、出口を先頭とする渋滞が前年より２５％減少しました。 

 

従前は左折レーンが２車線ありましたが、左側（緑
色）の車線が有効に利用されていませんでした。 

PDF 版 Web コンテンツ版 

指標名：本線渋滞損失時間 
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２－２ １１号池田線 塚本・加島入口交互閉鎖（試行）の実施 

 近年ワースト１が続いている１１号池田線（上り）の塚本合流渋滞対策として、７月２４日

（月）～２８日（金）の５日間、塚本と加島の両入口を対象に試行閉鎖を実施し、塚本入口閉

鎖において渋滞緩和効果があったことを確認しました。 

 

 

３．今後の取り組みと期待される成果 

     「新渋滞対策アクションプロ

グラム」に基づき、平成１９年度

は次に挙げる対策について重点

的に取り組む予定です。 

 

■「１１号池田線塚本・加島入口

交互閉鎖（７/２４-７/２８）」

の試行結果を反映した恒常的

な対策の試行 

■ １１号池田線下り福島合流渋滞

対策の実施 

■ １６号大阪港線・３号神戸線阿

波座合流（上り）渋滞対策の実

施 

■ 効果的な入口制御等の検討、他 

 

  ４．数値による評価 

 渋滞発生区間を法定速度（６０ｋｍ/ｈ）で通過した場合の時間と渋滞時の平均走行速度（３０ｋｍ/ｈ）

で通過した時間の差を累計して、年間の総損失時間を算出します。 
 

 
 

 

本線渋滞損失時間 
（万台・時/年） 

Ｈ１７実績値 Ｈ１８目標値 Ｈ１８実績値 

５５３ ５２０ ５４７ 

注）午前7:45～9:45の平均値を示す 

事前調査期間
（7/10～7/14）

実 施 期 間 中
（7/24～7/28）

9分 12分

9分 7分 5分短縮

渋滞なしでの
走行時間

渋滞による
ロス時間

 豊中北→福島間の所要時間の変化 

渋滞による
時間損失　＝
（時間）

年間平均渋滞長 年間平均渋滞長

規制速度 渋滞速度
－ × ×

渋滞時ピーク
時間交通量

年間渋滞時
間

注）「事前」は 7/10～7/14 の，「実施中」は 7/24
～7/28のそれぞれ午前7～10時の平均値す 
 

阿波座上り合流
・信号現示の調整
・新たな乗り継ぎルートの活用
・車線運用の検討
・流出促進ランプの有効活用

摩耶東行出路
・交差点改良
・信号現示の調整

塚本合流
・入路閉鎖・制限の効果検証（試行）
・流入調整方式の検討
・渋滞原因の再調査

福島合流
・渋滞状況および原因の調査

守環合流部
・車線運用の検討

湊町合流

・渋滞状況の変化等を調査

・湊町出口の利用促進

阿波座上り合流
・信号現示の調整
・新たな乗り継ぎルートの活用
・車線運用の検討
・流出促進ランプの有効活用

摩耶東行出路
・交差点改良
・信号現示の調整

塚本合流
・入路閉鎖・制限の効果検証（試行）
・流入調整方式の検討
・渋滞原因の再調査

福島合流
・渋滞状況および原因の調査

守環合流部
・車線運用の検討

湊町合流

・渋滞状況の変化等を調査

・湊町出口の利用促進

交通運用による箇所別対策（短期対策） 

平均渋滞長
（km）

最大渋滞長
（km）

5km以上の
渋滞時間（時間）

事前 4.7 6.7 1.3

実施中
3.4

（73%）
6.0

（90%）
0.4

（33%）

差
（実施中-事前）

▲ 1.3 ▲ 0.7 ▲ 0.9
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１．取り組みの背景と必要性 

  お客さまに利用距離に応じた料金を負担していただく距離料金制への円滑な導入を図るため

ＥＴＣの普及促進に努めます。 

 

２．昨年度の取り組みと成果 

ＥＴＣ利用者に対する平日時間帯割引や土曜・休日割引（終日割引・距離別割引）などの料

金関連施策や車載器購入の支援の実施などの利用者層拡大施策を実施することにより、平成１

７年度に比べてＥＴＣ利用率は１０％以上向上し６８％となりました。 

 

２－１ 料金関連施策 

■平日時間帯割引／土曜・休日割引 

■多頻度割引 

■ＥＴＣマイレージサービス等 

 
 

２－２ 利用者層拡大施策 

■車載器購入支援の実施 

（法人向け、二輪車向け含む） 

■ＥＴＣワンストップサービスの実施

 

３．今後の取り組みと期待される成果 

 今後は、約３割の現金で支払いをされるお客さまにＥＴＣへ転換していただくことが急

務です。そのため平成１９年度においては、多頻度に現金で支払いをされるお客さまにタ

ーゲットを絞った多様な普及促進施策を実施する予定です。 

 

４．数値による評価 

 ＥＴＣ利用率は、ＥＴＣを利用した車両の通行台数をＥＴＣ利用可能料金所における総

通行台数で除して算出します。 

ＥＴＣ利用率（％） 
Ｈ１７実績値 Ｈ１８目標値 Ｈ１８実績値 

５７ ９０ ６８ 

指標名：ＥＴＣ利用率 
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１．取り組みの背景と必要性 

  民営化を機に新たに企業理念として『先進の道路サービスへ』を掲げ、安全・安心・快適な

ネットワークを通じてお客さまの満足を実現することをめざしています。 

 

２．昨年度の取り組みと成果 

適切な交通管理及び道路維持管理により安全・安心を確保した結果、総合満足度が向上しました。 

 

◆お客さま満足度調査を実施し、３，２６５名のお客さまから回答を頂きました。 

 満足度 重要度 

1 料金所スタッフの対応 3.6 事故・故障車対応、落下物処理状態 4.6 

2 路面の管理状態 3.6 路面管理状態 4.6 

3 事故・故障車対応、落下物処理状態 3.5 渋滞対策 4.4 

４ パーキングエリアの清掃状況 3.4 案内表示内容・標識数 4.4 

５ 案内表示内容・標識数 3.4 他の高速道路への接続 4.4 

６ 他の高速道路への接続 3.4 現在の料金設定 4.3 

７ 渋滞情報の提供 3.3 現在の割引制度 4.3 

８ パーキングエリアの販売サービス内容 3.3 料金所ＥＴＣレーン設置 4.3 

９ 道路ネットワークの充実 3.2 渋滞情報の提供 4.3 

10 料金所ＥＴＣレーン設置 3.2 道路ネットワークの充実 4.3 

11 阪神高速の広報活動 3.1 パーキングエリアの清掃状況 4.0 

12 パーキングエリアの駐車台数 3.0 料金所スタッフの対応 4.0 

13 割引制度 2.9 パーキングエリアの駐車台数 3.9 

14 渋滞対策 2.8 パーキングエリアの販売サービス内容 3.8 

15 料金設定 2.4 阪神高速の広報活動 3.5 

満足度及び重要度の順位 

 

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

2.5 3 3.5 4 4.5 5

満足度

が高い

重要度

が高い

＜走りやすさ、安全性、快適性＞　　　　　＜料金所の通りやすさ＞

■　走行時安全性への路面管理状態　　　　●　料金所でのＥＴＣレーンの設置

●　事故･故障車対応､落下物処理状態　　　■　料金所ｽﾀｯﾌ応対

◆　渋滞対策

▲　道路ネットワークの充実　　　　　　　＜料金・割引＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　現在の料金設定

＜情報の提供＞　　　　　　　　　　　　　●　現在の割引制度

■　渋滞情報の提供

●　案内表示内容・標識数　　　　　　　　＜パーキングエリアの使いやすさ＞

◆　他の高速道路への接続　　　　　　　　■　各ＰＡの駐車台数

▲　阪神高速の広報活動　　　　　　　　　●　各ＰＡの清掃状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　各ＰＡの販売サービス内容

 

指標名：お客さま満足度 

項目別の重要度と満足度の分布 
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◆民営化 1 周年を機とし

て、もっと「挑戦」し続

けるため、『阪神高速 

Challenge,more・・・』

運動の取り組みを始め

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

◆「ビューフレ・フォーラム」を開催しました。

お客さまと双方向のコミュニケーションを行う

『阪神高速ビューフレ！』の会員の方を対象に、

２７名のお客さまに参加いただきました。 

 

 

 

 

 

３．今後の取り組みと期待される成果 

 『阪神高速 Challenge,more・・・』運動にもとづき、もっとお客さまに満足していただける

道路サービスを提供するため、パーキングエリアの機能充実やＥＴＣ普及促進活動に取り組みま

す。また、もっと地域社会とコミュニケーションをとるためにイベント等を開催することにより

地域やお客さまとの交流を大切にしていきます。 

 

４．数値による評価 

 お客さま満足度調査を実施し、「阪神高速の総合的な満足度」について５段階で評価して頂き、

大変満足＝５点、やや満足＝４点、普通＝３点、やや不満＝２点、大変不満＝１点として算出さ

れる平均点で表します。 

お客さま満足度（ポイント） 
『阪神高速の総合満足度』 

Ｈ１７実績値 Ｈ１８目標値 Ｈ１８実績値 

３．０ ３．２ ３．４ 
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《参考》 

道路資産データ等 

①道路構造物延長 

 
供用延長（ｋｍ） 経年数 ※１

（年） 
備考 

全体 土工延長 橋梁延長 トンネル延長 

全線  ２３３．８ ２０．２ ２０１．０ １２．６ ２４ 平成１９年３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

②交通量 

 
交通量（千台/日） ※２ 

備考 
全体交通量 普通車交通量 大型車交通量 

全線  ９４２ ８５７ ８５ 平成１９年３月 

※２）交通量は、料金所１回の通行（乗り継ぎを除く）を１台とカウントした台数である。 

 

③ＥＴＣ利用率 

 
ＥＴＣ利用率（％） 

備考 
全体 大型車 普通車 

全線  ６８％ ９４％ ６５％ 平成１９年３月 

 

※１）経年数は、Σ（供用区間単位の延長＊１

供用区間単位の供用後年数）/供用延長 

＜30 年以上＞ 
103.3km 
44% 

＜0年以上 30 年未満＞ 
35.2km 
15% 

62.1km 
27% 

＜0年以上 10 年未満＞ 
33.2km 
14% 

＜10 年以上 20 年未満＞ 
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④Ｈ１８年度の気象状況 
１）降雨記録（気象庁ホームページより）

降雨量（ｍｍ） ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

大阪市 過去10年間の平均値 89.9 130.2 179.6 126.8 105.1 165.3 151.0 85.6 47.6 52.5 56.5 92.8

'06年度 143.0 146.0 169.5 305.0 44.5 87.0 73.0 80.5 102.5 19.5 42.0 79.0

神戸市 過去10年間の平均値 89.6 118.4 172.3 121.4 99.5 162.6 129.9 72.0 39.1 41.4 49.7 88.5

'06年度 117.0 252.0 182.0 306.5 70.0 102.5 50.0 61.5 89.0 21.0 40.5 81.0

降水量（ｍｍ）大阪市

降水量（ｍｍ）神戸市

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

過去10年間の平均値

'06年度

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

過去10年間の平均値

'06年度

 

 
２）降雪の深さ（気象庁ホームページより）

降雪の深さ（ｃｍ） ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

大阪市 過去10年間の平均値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.5 0.2 0.0

'06年度 - - - - - - - - 0.0 0.0 0.0 0.0

神戸市 過去10年間の平均値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.3 0.0

'06年度 - - - - - - - - 0.0 0.0 0.0 0.0

降雪の深さ（ｃｍ）大阪市

降雪の深さ（ｃｍ）神戸市

３）平均気温（気象庁ホームページより）
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'06年度
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過去10年間の平均値

'06年度
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３）平均気温（気象庁ホームページより）

平均気温（℃） ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

大阪市 過去10年間の平均値 15.5 20.4 23.8 27.8 28.8 25.4 19.3 13.9 8.7 6.0 6.6 9.8

'06年度 13.6 19.7 24.3 27.2 29.8 24.6 20.4 14.8 9.1 7.5 8.7 10.1

神戸市 過去10年間の平均値 15.2 19.9 23.3 27.1 28.2 25.3 19.3 13.9 8.5 5.8 6.3 9.5

'06年度 13.4 19.5 23.7 26.8 29.4 24.8 20.7 15.1 9.2 7.5 8.7 9.9

平均気温（℃）大阪市

平均気温（℃）神戸市
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